
               

悪
役
の
ス
ー
ツ
ア
ク
タ
ー
が
、
車
椅
子
の
息
子
に
「
正

義
の
キ
ッ
ク
」
を
教
え
る
話 

 

ス
ワ
ン
キ
ッ
ク

 

                

リ
ラ
イ
ト 

大
岡
俊
彦 
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登
場
人
物
表 

  
黒
野
（
４
０
） 

ス
ー
ツ
ア
ク
タ
ー
。 

 
 

 
 

 
 

 

悪
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
ヴ
ン
」
役
。 

 

ケ
ン
タ
（
１
０
）
車
椅
子
の
、
黒
野
の
息
子
。 

 
 

 
 

 
 

 

手
術
で
足
は
治
っ
た
が
、
う
ま
く 

 
 

 
 

 
 

 
動
か
な
く
て
、
リ
ハ
ビ
リ
中
。 

  

白
鳥
（
２
５
） 

ス
ー
ツ
ア
ク
タ
ー
、
黒
野
の
後
輩
。 

 
 

 
 

 
 

 

正
義
の
「
ホ
ワ
イ
ト
ス
ワ
ン
」
役
。 

 

監
督
（
５
０
） 

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
の
監
督
。 

医
者 

 
 

 
 

ケ
ン
タ
の
リ
ハ
ビ
リ
担
当
。 
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〇
道
場 

  
 

 

エ
ア
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
黒
野
（
４
０
）
は 

 
 

 

空
中
回
転
し
な
が
ら
吹
っ
飛
ぶ
練
習
を
し
て 

 
 

 
い
る
。 

黒
野 
「
ぐ
わ
ッ
！
」 

黒
野 

「
ぐ
ッ
」 

黒
野 

「
ぐ
ふ
ッ
…
…
」 

 
 

 

全
部
殴
ら
れ
た
り
、
蹴
ら
れ
る
練
習
だ
。 

 
 

 

そ
こ
へ
車
椅
子
の
息
子
、
ケ
ン
タ
（
１
０
） 

 
 

 

が
や
っ
て
来
る
。 

ケ
ン
タ
「
お
父
さ
ん
」 

黒
野 

「
何
？
」 

ケ
ン
タ
「
授
業
参
観
で
さ
、
『
お
父
さ
ん
の
し
ご
と
』 

 

っ
て
作
文
書
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど
」 

黒
野 

「
…
…
う
ん
」 

ケ
ン
タ
「
お
父
さ
ん
は
ホ
ワ
イ
ト
ス
ワ
ン
役
っ
て
書 

 

い
て
い
い
？
」 

 
 

 

白
い
ホ
ワ
イ
ト
ス
ワ
ン
（
正
義
）
と
、
黒
い 

 
 

 

ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
ヴ
ン
（
悪
）
の
、
ス
ー
ツ
と 

 
 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
る
。 

黒
野 

「
ス
ワ
ン
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
。
戦
闘
員
役
で 

 

い
い
よ
」 

ケ
ン
タ
「
お
父
さ
ん
が
悪
者
っ
て
思
わ
れ
た
く
な
い 

 

ん
だ
」 

黒
野 

「
あ
ん
な
の
、
全
部
演
技
だ
ぞ
？
」 

ケ
ン
タ
「
俺
は
分
っ
て
る
よ
。
で
も
他
の
子
は
そ
う 

 

じ
ゃ
な
い
。
お
父
さ
ん
が
悪
の
帝
王
な
ら
、
俺
は 

 

悪
の
プ
リ
ン
ス
に
な
っ
ち
ゃ
う
」 

黒
野 

「
う
ー
ん
、
し
ょ
う
が
ね
え
な
」 

 
 

 

黒
野
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ワ
ン
の
メ
ッ
ト
を
コ
ツ 

 
 

 

ン
と
殴
る
。 

 

〇
授
業
参
観 

  
 

 

黒
板
に
「
お
父
さ
ん
の
し
ご
と
」
と
あ
る
。 

 
 

 

車
椅
子
で
前
に
出
て
、
作
文
を
読
む
ケ
ン
タ
。 

ケ
ン
タ
「
お
父
さ
ん
は
ス
ー
ツ
ア
ク
タ
ー
で
す
。
ホ 

 

ワ
イ
ト
ス
ワ
ン
は
カ
ガ
ミ
リ
ュ
ウ
ジ
が
変
身
し
た 

 

姿
で
す
が
、
変
身
後
の
ス
ワ
ン
の
中
に
入
っ
て
い 



 3 

 

る
の
が
、
な
ん
と
お
父
さ
ん
な
ん
で
す
！ 

何
故 

 

な
ら
、
リ
ュ
ウ
ジ
の
人
は
武
術
が
下
手
だ
か
ら
で 

 

す
。
お
父
さ
ん
は
強
く
て
、
だ
か
ら
ス
ワ
ン
の
中 

 
に
入
っ
て
る
ん
で
す
」 

 
 

 
皆
、
拍
手
。 

 
 

 
授
業
参
観
に
来
て
い
る
黒
野
、
バ
ツ
が
悪
そ 

 
 

 

う
に
、
皆
に
会
釈
。 

 

〇
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
ル
ー
ム 

  
 

 

車
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
手
す
り
に
つ
か 

 
 

 

ま
り
な
が
ら
歩
く
ケ
ン
タ
。 

 
 

 

す
ご
く
痛
そ
う
。
途
中
で
休
み
、
へ
ば
っ
て 

 
 

 

し
ま
う
。 

 
 

 

遠
く
か
ら
そ
れ
を
見
る
医
者
と
黒
野
。 

医
者 

「
手
術
は
う
ま
く
行
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
か 

 

ら
が
長
い
と
思
い
ま
す
。
気
力
と
根
気
が
鍵
か
と
」 

黒
野 

「
気
力
。
そ
れ
で
な
ん
と
か
な
る
も
ん
で
す 

 

か
？
」 

医
者 

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
と
い
っ
て
も
良
い
で 

 

す
」 

黒
野 

「
…
…
」 

 

〇
道
場 

 

黒
野 

「
ケ
ン
タ
、
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
教
え
て
や
る
よ
」 

ケ
ン
タ
「
ホ
ン
ト
に
？ 

あ
れ
は
威
力
７
万
８
千
で
、 

 

使
い
手
の
足
に
す
ら
ダ
メ
ー
ジ
を
負
う
危
険
技
な 

 

ん
で
し
ょ
？
」 

 
 

 

黒
野
、
構
え
る
。 

黒
野 

「
実
は
こ
の
技
、
俺
が
考
え
た
ん
だ
。
監
督 

 

に
採
用
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
ぜ
？
」 

ケ
ン
タ
「
そ
う
だ
っ
た
の
？
」 

 
 

 

黒
野
、
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
。 

 
 

 

サ
ン
ド
バ
ッ
グ
は
壁
ま
で
吹
き
飛
ぶ
。 

黒
野 

「
す
げ
え
！ 

俺
も
出
来
る
か
な
？
」 

ケ
ン
タ
「
構
え
て
み
ろ
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
必
死
で
車
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、 

 
 

 

プ
ル
プ
ル
し
な
が
ら
構
え
る
。 

黒
野 

「
ま
ず
前
蹴
り
」 



 4 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
必
死
で
や
る
が
、
最
後
に
こ
け
て 

 
 

 

し
ま
う
。 

黒
野 

「
…
…
や
め
と
く
か
？
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
必
死
で
首
を
振
り
、
立
ち
上
が
る
。 

 

〇
リ
ハ
ビ
リ
ル
ー
ム 

  
 

 

ケ
ン
タ
、
構
え
て
、
前
蹴
り
、
戻
る
。 

 
 

 

よ
れ
よ
れ
し
な
が
ら
も
頑
張
る
。 

 
 

 

影
か
ら
見
守
る
黒
野
。 

 

〇
楽
屋 

  
 

 

監
督
（
５
０
）
に
、
頼
み
込
む
黒
野
。 

監
督 

「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
も
、
お
前
白
鳥
と
全 

 

然
体
格
違
う
だ
ろ
」 

 
 

 

華
奢
な
ス
ワ
ン
の
ス
ー
ツ
を
着
こ
ん
だ
、
ス 

 
 

 

ワ
ン
役
の
白
鳥
（
２
５
）
と
ガ
ッ
シ
リ
型
の 

 
 

 

黒
野
。 

黒
野 

「
頼
む
よ
う
。
息
子
が
来
る
ん
だ
よ
！ 

一 

 

回
だ
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
を
見
せ 

 

て
や
り
た
い
ん
だ
よ
！
」 

白
鳥 

「
…
…
ス
ー
ツ
破
れ
た
ら
弁
償
っ
す
よ
」 

黒
野 

「
白
鳥
ィ
！
（
手
を
握
る
）
」 

 

〇
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー 

  
 

 

車
椅
子
の
ケ
ン
タ
が
来
て
い
る
。 

 
 

 

ガ
ッ
シ
リ
型
の
ス
ワ
ン
が
、
華
奢
な
レ
イ
ヴ 

 
 

 

ン
と
闘
っ
て
い
る
。 

 
 

 

し
か
し
噛
み
合
っ
て
な
く
て
、
ど
こ
か
ぎ
こ 

 
 

 

ち
な
い
。 

ケ
ン
タ
「
あ
ー
…
…
俺
に
い
い
所
見
せ
よ
う
と
し
て 

 

ん
な
…
…
バ
レ
バ
レ
だ
ろ
お
父
さ
ん
」 

ス
ワ
ン
（
黒
野
）
「
必
殺
！ 

ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
！
」 

 
 

 

型
通
り
に
レ
イ
ヴ
ン
に
決
ま
る
。 

 
 

 

だ
が
レ
イ
ヴ
ン
は
全
然
吹
き
飛
ば
な
い
。 

ケ
ン
タ
「
…
…
あ
れ
？
」 

 
 

 

ざ
わ
っ
と
な
る
観
客
席
。 

ス
ワ
ン
（
黒
野
）
「
（
小
声
で
）
白
鳥
！ 

も
っ
と 
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派
手
に
飛
ば
な
い
と
！
」 

レ
イ
ヴ
ン
（
白
鳥
）
「
（
小
声
で
）
無
理
っ
す
！ 

 

 

ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
は
黒
野
さ
ん
の
受
け
で
初
め
て
成 

 
立
す
る
ん
ス
！
」 

ス
ワ
ン
（
黒
野
）
「
（
小
声
で
）
そ
ん
な
の
無
理
じ 

 

ゃ
ん
！ 

や
べ
え
よ
！ 

客
席
引
い
て
る
よ
！
」 

 
 

 

黒
野
、
咄
嗟
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
脱
ぐ
。 

 
 

 

え
え
っ
？ 

と
客
席
ざ
わ
つ
く
。 

黒
野 

「
ワ
ハ
ハ
ー
！ 

こ
れ
は
レ
イ
ヴ
ン
の
作
戦 

 

だ
っ
た
の
だ
！ 
俺
は
偽
ス
ワ
ン
！ 

本
物
の
ス 

 

ワ
ン
は
偽
レ
イ
ヴ
ン
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
！ 

 

本
物
か
ど
う
か
は
、
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
で
分
る
だ
ろ 

 

う
！ 

打
っ
て
み
ろ
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
を
！
」 

 
 

 

レ
イ
ヴ
ン
、
黒
野
に
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
。 

 
 

 

黒
野
、
派
手
に
空
中
回
転
し
て
吹
き
飛
ぶ
。 

 
 

 

シ
ョ
ー
は
拍
手
喝
采
。 

 

〇
道
場 

  
 

 

白
鳥
が
一
人
稽
古
。 

 
 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で
、
ス
ワ
ン
の
ス
ー
ツ
だ 

 
 

 

け
着
て
い
る
。 

 
 

 

そ
こ
に
車
椅
子
の
ケ
ン
タ
が
や
っ
て
来
る
。 

白
鳥 

「
や
あ
。
こ
な
い
だ
は
ひ
ど
か
っ
た
よ
。
ほ 

 

ら
、
や
っ
ぱ
ス
ー
ツ
伸
び
ち
ゃ
っ
た
よ
」 

 
 

 

尻
や
肩
の
伸
び
た
と
こ
ろ
を
引
っ
張
る
。 

ケ
ン
タ
「
ね
え
、
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
を
サ
ン
ド
バ
ッ
グ 

 

に
打
っ
て
み
て
」 

白
鳥 

「
な
ん
で
？
」 

ケ
ン
タ
「
こ
な
い
だ
の
お
父
さ
ん
の
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
、 

 

全
然
強
そ
う
に
見
え
な
か
っ
た
。
役
が
入
れ
替
わ 

 

っ
た
だ
け
な
の
に
」 

白
鳥 

「
ほ
う
。
い
い
所
に
気
づ
い
た
ね
」 

 
 

 

白
鳥
は
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
。 

 
 

 

し
か
し
全
然
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
は
揺
れ
な
い
。 

白
鳥 

「
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
は
、
受
け
の
ク
ロ
さ
ん
の 

 

派
手
な
吹
っ
飛
び
が
あ
っ
て
、
初
め
て
ス
ワ
ン
キ 

 

ッ
ク
に
な
る
ん
だ
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

回
想
。 
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黒
野
が
蹴
っ
て
白
鳥
が
受
け
た
、
偽
の
ス
ワ 

 
 

 

ン
キ
ッ
ク
。
全
然
威
力
な
い
よ
う
に
見
え
る
。 

 
 

 

白
鳥
が
蹴
っ
て
黒
野
が
受
け
た
、
本
当
の
ス 

 
 

 

ワ
ン
キ
ッ
ク
。
い
つ
も
の
迫
力
。 

 
 

 
一
人
で
道
場
で
吹
き
飛
ぶ
練
習
を
し
て
い
る 

 
 

 
黒
野
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

ケ
ン
タ
「
…
…
」 

白
鳥 

「
俺
の
蹴
り
は
威
力
自
体
は
全
然
な
い
。
で 

 

も
威
力
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
？ 

そ
れ
が 

 

演
技
な
ん
だ
」 

ケ
ン
タ
「
演
技
」 

白
鳥 

「
む
し
ろ
筋
肉
つ
け
た
ら
ス
ピ
ー
ド
落
ち
る 

 

か
ら
、
俺
は
メ
シ
を
半
分
し
か
食
べ
な
い
。
そ
れ 

 

で
こ
の
ス
ピ
ー
ド
体
型
を
つ
く
っ
て
る
」 

ケ
ン
タ
「
…
…
」 

 
 

 

そ
こ
へ
黒
野
が
や
っ
て
来
る
。 

黒
野 

「
オ
ウ
白
鳥
。
こ
な
い
だ
は
す
ま
ん
か
っ
た 

 

な
。
メ
シ
奢
る
よ
」 

 

〇
フ
ァ
ミ
レ
ス 

  
 

 

が
つ
が
つ
食
う
黒
野
。 

 
 

 

半
ラ
イ
ス
の
白
鳥
。 

黒
野 

「
お
前
も
っ
と
食
わ
ん
と
持
た
ん
だ
ろ
」 

 
 

 

自
分
の
ラ
イ
ス
を
半
分
あ
げ
よ
う
と
す
る
。 

 
 

 

そ
れ
を
ケ
ン
タ
が
止
め
る
。 

ケ
ン
タ
「
白
鳥
さ
ん
は
、
自
分
の
意
志
で
ご
飯
を
食 

 

べ
な
い
ん
だ
」 

黒
野 

「
な
ん
で
？
」 

ケ
ン
タ
「
演
技
の
た
め
に
」 

黒
野 

「
…
…
（
白
鳥
を
見
る
）
」 

白
鳥 

「
…
…
（
う
な
づ
く
）
」 

黒
野 

「
演
技
か
。
俺
の
『
痛
く
な
い
け
ど
、
い
て 

 

え
え
え
え
！
』
も
、
演
技
だ
ぜ
」 

 
 

 

殴
ら
れ
る
演
技
。 

ケ
ン
タ
「
痛
い
け
ど
、
痛
く
な
い
、
の
も
？
」 

黒
野 

「
う
ん
。
受
け
身
失
敗
し
た
時
と
か
な
」 

ケ
ン
タ
「
…
…
」 
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〇
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー 

  
 

 

ケ
ン
タ
が
車
椅
子
で
見
て
い
る
。 

 
 

 

戦
う
ス
ワ
ン
と
レ
イ
ヴ
ン
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 
回
想
、
楽
屋
。 

 
 

 

台
本
を
読
み
終
え
た
黒
野
。 

黒
野 

「
マ
ジ
す
か
？
」 

監
督 

「
マ
ン
ネ
リ
台
本
に
飽
き
て
た
ん
だ
。
こ
な 

 

い
だ
の
お
前
の
ア
ド
リ
ブ
の
さ
、
入
れ
替
え
作
戦 

 

面
白
か
っ
た
か
ら
、
別
の
や
つ
を
考
え
て
き
た
よ
」 

白
鳥 

「
子
供
に
飛
び
入
り
さ
せ
る
」 

監
督 

「
選
定
は
、
お
前
ら
に
任
せ
る
」 

黒
野 

「
じ
ゃ
あ
一
人
。
…
…
候
補
が
い
ま
す
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

レ
イ
ヴ
ン
（
黒
野
）
「
お
り
ゃ
あ
！
」 

 
 

 

レ
イ
ヴ
ン
、
ス
ワ
ン
を
追
い
詰
め
る
。 

 
 

 

ス
ワ
ン
、
右
脚
を
抱
え
て
痛
が
る
。 

ス
ワ
ン
（
白
鳥
）
「
う
お
お
！ 

右
脚
が
！ 

右
脚 

 

が
！
」 

レ
イ
ヴ
ン
「
絶
体
絶
命
だ
な
、
ス
ワ
ン
！ 

こ
れ
で 

 

必
殺
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
は
打
て
ま
い
！
」 

ス
ワ
ン
「
く
そ
う
！ 

ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
さ
え
あ
れ
ば 

 

…
…
！ 

そ
う
だ
！ 

誰
か
こ
の
場
に
、
ス
ワ
ン 

 

キ
ッ
ク
を
打
て
る
奴
は
い
る
か
？ 

子
供
た
ち
！ 

 
 

ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
が
打
て
る
キ
ミ
は
、
誰
だ
？
」 

 
 

 

ハ
イ
ハ
イ
ハ
イ
！ 

と
子
供
た
ち
、
手
を
挙 

 
 

 

げ
る
。 

 
 

 

レ
イ
ヴ
ン
、
ケ
ン
タ
を
見
る
。 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
手
を
挙
げ
る
。 

ス
ワ
ン
「
車
椅
子
の
キ
ミ
、
出
来
る
の
か
？
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
う
な
づ
い
て
立
ち
上
が
る
。 

レ
イ
ヴ
ン
「
ハ
ッ
！ 

俺
様
も
舐
め
ら
れ
た
も
ん
だ 

 

な
！ 

車
椅
子
に
座
り
っ
ぱ
な
し
の
弱
虫
野
郎
に
、 

 

俺
様
が
や
ら
れ
る
わ
け
ね
え
だ
ろ
！
」 

ス
ワ
ン
「
キ
ミ
、
名
前
は
？
」 

ケ
ン
タ
「
ケ
ン
タ
」 

ス
ワ
ン
「
よ
し
み
ん
な
！ 

ケ
ン
タ
を
応
援
し
よ
う 

 

！ 

ケ
ー
ン
タ
！ 

ケ
ー
ン
タ
！
」 

観
客 

「
ケ
ー
ン
タ
！ 

ケ
ー
ン
タ
！
」 
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ケ
ン
タ
、
足
を
震
わ
せ
な
が
ら
も
必
死
で
歩 

 
 

 

く
。
一
回
転
び
そ
う
に
な
る
が
耐
え
る
。 

 
 

 

ス
テ
ー
ジ
の
階
段
を
一
段
一
段
上
る
。 

レ
イ
ヴ
ン
「
足
ガ
ク
ガ
ク
じ
ゃ
ね
え
か
！ 

痛
え
ん 

 

だ
ろ
？
」 

 
 

 
ケ
ン
タ
、
首
を
振
る
。 

レ
イ
ヴ
ン
「
痛
え
ん
だ
ろ
？
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
静
か
に
構
え
る
。 

ケ
ン
タ
「
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
！
」 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
ス
ワ
ン
キ
ッ
ク
。 

 
 

 

レ
イ
ヴ
ン
、
い
つ
も
よ
り
派
手
に
吹
っ
飛
ぶ
。 

 
 

 

観
客
、
大
喝
采
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

回
想
。
授
業
参
観
で
作
文
を
読
む
。 

ケ
ン
タ
「
僕
の
お
父
さ
ん
は
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
誰
も 

 

知
ら
な
い
け
れ
ど
、
本
当
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

レ
イ
ヴ
ン
、
地
に
伏
せ
た
ま
ま
、
ヘ
ル
メ
ッ 

 
 

 

ト
の
中
で
笑
う
。 

 
 

 

ケ
ン
タ
、
笑
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

       

 


